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研究進捗状況報告書の概要 

 

１ 研究プロジェクト 

学校法人名 酪農学園 大学名 酪農学園大学 

研究プロジェクト名 
生産動物の感染病原体の迅速同定法開発と感染経路の地球規模的解析

からの効果的対策の確立 

研究観点 研究拠点を形成する研究 

 

２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 平成22年法定伝染病の代表的疾病である口蹄疫が我が国291戸で発生し、20万頭以上のウシや豚など

が殺処分された。伝播蔓延防止のために畜舎等の焼却も行なわれ、畜主の経営をはじめ消費者への畜肉の

値上がり等を含めると経済的損失は計り知れない事態となった。口蹄疫は現在も中国、モンゴル、ロシア

などで継続的に発生している。鳥インフルエンザは我が国でも2007年から毎年数件の発生は届けられて

おり2011年には72件と増加している。ブタ伝染性下痢症（PED）は2013年に沖縄で久しぶりに発生し、

その後茨城県、鹿児島県、宮崎県と広がりを見せている。こうしたいわゆる新興再興感染症（この 75％

が人獣共通感染症）の特徴は、１）これまで報告の無かった新しい地域で突然発生するなど地球規模で広

範囲な広がりを見せていること、２）その毒性が強くいわゆる高病原性を帯びてきている点である。米国

で発生した PED の疫学調査の結果、ウイルスの遺伝子からその由来を特定すると、中国で発生した株と

99％の相同性があった。即ち、こうした感染症の原因や伝播経路を明らかにするには地球規模での物や人

の移動を考慮に入れて進めることが必須となって来ている。そこで本研究プロジェクトでは北海道の生産

動物や野生動物で広がりつつある感染症の実態を把握し、それを取りまく地域内での感染因子伝播や外国

から移動及び飛来する粒子との関連性を明らかにし、効果的防御法を確立する目的で取り組んでいる。 

 

３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

現在の、本研究プロジェクトの３年間の成果は以下の通りである。 

1、 生産動物や野生動物の感染症の実態を明らかにした（市川№1,93,浅川№15,17,31,129）。効果的経済

的管理システムを提案する（伊吾田№37,85）。 

2、 国内地域に於ける感染因子の移動（吉田№48,49）、中央アジアからの粒子の移動はモンゴル平原を起

点として舞い上がった粒子に中国都市部で有機物などが付着し、その後日本に飛来することを明らかにし

た（星野№38-40,能田№138-148）。最近の鳥インフルエンザ発生地域分布は台湾でも韓国でも中国側で多

発しており、鳥や人や物の流通で伝搬することは非常に考えにくく、上記飛来粒子によることが示唆され

ている。 

3、 国内試料及びPM2.5など飛来した粒子からの感染因子（ウイルス、細菌、カビ）の高感度克つ迅速検

出法を提案できた（遠藤№149,150,151,横田№77,菊池№152,153,155,山口№160）。 

4、特に薬剤耐性菌による再興感染症は蔓延して来ており、その対策に苦慮している薬剤耐性菌の実態を

遺伝知レベルで明らかにし（田村№63-65,181-186）、菌種特異的に作用するバクテリオファージを選択し、

抗生物質薬剤耐性菌に対する画期的対策を検討している（岩野№67,187-89,樋口№170,172,180）。こうし

た成果に基づき、集積した試料（家畜体内及び飛来して来た粒子内）に感染因子が存在するかどうか、開

発した高感度検出法で病原因子を検出することが残された課題となっている。 
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３ 研究組織名  酪農学園大学大学院 獣医学研究科                  

 

４ プロジェクト所在地  北海道江別市文京台緑町582                               

 

５ 研究プロジェクト名  生産動物の感染病原体の迅速同定法開発と感染経路の地球規模的解析から

の効果的対策の確立 

 

６ 研究観点   研究拠点を形成する研究                      

 

７ 研究代表者 
研究代表者名 所属部局名 職名 

横田 博 酪農学園大学大学院 獣医学研究科 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数   １６ 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

横田 博 獣医学研究科・教授 
質量分析計による感染菌の瞬

時特定と対策 

感染症病原体の高感度検出同

定 

鈴木 一由 獣医学研究科・教授 
子牛肺炎球菌の解析とその対

策 
ウシ感染症の臨床 

岩崎 智仁 酪農学研究科・准教授 
感染病原体検出による乳肉製

品の安全管理 

食品中ヒト毒性病原体の高感

度検出 

樋口 豪紀 獣医学研究科・教授 
ウシ乳房炎菌の解析とその対

策 

ウシ感染症病原体の簡易検出

法 

田村 豊 獣医学研究科・教授 薬剤耐性菌の解析とその対策 薬剤耐性メカニズム 

岩野 英知 獣医学研究科・准教授 
ファージセラピーによる効果

的対策 
感染菌のファージセラピー 

浅川 満彦 獣医学研究科・教授 野生動物の感染症診断法 野生動物の感染症病理 

星野 仏方 酪農学研究科・教授 
地域および気象要因と感染症

発生の関連性 
地球気象と菌の流れ把握 

遠藤 大二 獣医学研究科・教授 
実用的網羅的病原体PCR法の開

発                        

感染症病原体の高感度検出同

定 

菊池 直哉 獣医学研究科・教授 
病原体高感度検出法と従来法

との比較検討 

感染症病原体の高感度検出同

定 
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能田 淳 獣医学研究科・教授 環境微粒子の特性解析 
環境微粒子の特性と毒性との

関連性 

山口 昭弘 酪農学研究科・教授 
質量分析計による食品中感染

病原体高度検出 

食品中毒性病原体の高感度検

出 

市川 治 酪農学研究科・特任教授 
病原体検出と地球動態解析の

社会/経済的影響 
研究主旨の社会的影響解析 

伊吾田 宏正 酪農学研究科・准教授 
野生動物と生産動物感染症発

生の関連性 

ニホンジカの人獣共通感染症

サーベランス 

蒔田 浩平 獣医学研究科・准教授 
感染症リスク因子把握とシミ

ュレーション               

量的疫学・経済学による効果的

感染症制御方法の提示 

吉田 磨 酪農学研究科・准教授 
陸域河川流域生態系及び海洋

生態系の環境因子動態               

感染症環境因子の地域的地球

的動態把握 

（共同研究機関等） 

 
   

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

牛の生活環境と感染症との

関連 
酪農学研究科・教授 森田 茂 

牛舎環境の感染症発生・拡大

の関連性 

野生動物と生産動物感染症

発生の関連性 
酪農学研究科・教授 吉田 剛司 野生動物の感染症調査 

（変更の時期：平成 27年4月1日） 

 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 獣医学研究科・教授 遠藤 大二 
感染症病原体の高感度検

出同定 

 獣医学研究科・教授 菊池 直哉 
感染症病原体の高感度検

出同定 

 獣医学研究科・准教授 能田 淳 
環境微粒子の特性と毒性

の関連性 

 酪農学研究科・教授 山口 昭弘 
食品中毒性病原体の高感

度検出 

 酪農学研究科・特任教授 市川 治 
研究主旨の社会的影響解

析 

（変更の時期：平成 25年6月20日） 

 酪農学研究科・准教授 伊吾田 宏正 
ニホンジカの人獣共通感

染症サーベランス 

（変更の時期：平成 26年4月1日） 

 獣医学研究科・准教授 蒔田 浩平 

量的疫学・経済学による効

果的感染症制御方法の提

示 

 酪農学研究科・准教授 吉田 磨 
感染症環境因子の地域的

地球的動態把握 

（変更の時期：平成 27年4月1日） 
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

＜研究目的＞ 口蹄疫、鳥インフルエンザ、薬剤耐性菌の問題等、動物やヒトの健康、さらに食の安全

にとって深刻な問題が起きてきている。この問題の根本的な原因は、地球規模での環境汚染、汚染地帯か

らの野生動物の移動、農畜産物やそれに関連した生産資材の流通における地球規模でのグローバル化が挙

げられる。これらの危険因子を効果的に排除することは、人間および動物の安全な生活環境を確保する上

で重要であり、獣医学領域に課せられた大きな課題と認識されている。本研究プロジェクトは、我々が今

までに確立した感染症病原体の検出法を応用し迅速的な同定法である高感度検出法の開発により解析体

制を構築する。具体的には気象条件（特に大陸からの黄砂やPM2.5）と感染症病原体の分布状況について

その関連性を解明し、さらに野生動物の移動と感染症病原体保有状況を地球規模で調査する。感染症病原

体の多くは野生動物や生産動物を宿主としており、その一部は節足動物を媒介して人へと伝播することか

ら、地球気象条件は野生動物の繁殖／移動を左右し、病原体の感染環に影響することが容易に想像される。

本研究では、これら環境汚染物質中に含まれる病原体の検出を行い、汚染状況を明らかにするとともに、

生産動物及び野生動物への病原体感染プロセスを解明し、気象条件や環境汚染状況に対応した効果的な人

獣共通感染症への防御対策を策定する。 

＜研究の意義＞ 口蹄疫、鳥インフルエンザ、薬剤耐性菌など人間生活に多大な影響をもたらす新興お

よび再興感染症の感染経路や発症に関わる根本的な要因については未だに不明な点が多く、その効果的な

対策を講ずるには至っていない。その原因として、これら病原体の検出感度とその検出に要する時間が挙

げられる。本研究はこれらの諸課題を包括的に解決することを目的とする。すなわち、1．環境汚染物質

に付着する病原体を高感度に検出する方法を開発し、野生動物や生産動物への感染状況とその経路を明ら

かにすることで、生産動物やヒトへの感染を遮断する。 2．新興および再興感染症の原因微生物（ウイ

ルス、細菌、寄生虫）を網羅的に検出できる方法を新たに開発し、環境や野生動物からこれら病原体を効

果的に排除し、安定的に安全な食料供給を可能にする。 3. 網羅的に感染病原体を監視する事で、将来、

新たな病原体が出現した際に、迅速に感染経路を解明しそれを遮断することが可能となる。 

本研究の遂行により、動物やヒトの感染症伝搬に関するグローバルで且つ詳細な知見が得られる。同時に、

日本国内における病原体の効果的制圧技術（予防技術および治療技術、さらに地球規模での防御技術）を

構築するうえで、その基礎知見として重要になるものと考えられる。さらに、副次的効果として 1．野

生動物の環境化学物質汚染状況と感染経路を把握する事ができ、保護活動に於いて有用な基礎データーと

なる。 2．病原体の網羅的検出法の開発により、動物のみならず人の疾患原因病原体の検出にも応用し

ていくことができる。以上により、地球規模での物質や生物の動きによって感染拡大する重篤な疾患を複

数のポイントで効果的にシャットアウトできる。さらに、本研究は獣医学研究科を主体とするが、課題担

当者には他研究分野からの参加が半数であり、多方面からの研究推進を可能としている。よって、本プロ

ジェクトのもう１つの目的である、「農業分野でのグローバルな問題に対処出来る高度技術者育成」に多

大な貢献が出来る。研究成果は各種学会発表やホームページで公表し、社会にも都度、還元してゆく。 

＜計画の概要＞ 本研究プロジェクトでは北海道の生産動物や野生動物で広がりつつある感染症の実

態を把握し、それを取りまく地域内での感染因子伝播や外国から移動飛来する粒子との関連性を明らかに

し、効果的防御法を確立する目的で、感染因子の移動の流れ、粒子の捕獲、粒子からの高感度感染因子の

検出法の開発、さらに考えられる感染の防御法に関して総合的に研究に取り組む。具体的には、日本に於

ける生産動物の事態調査を蒔田、市川、鈴木、樋口、野生動物に於ける調査を浅川、更にその対策も含め

て伊吾田、地球規模での物質粒子の移動を星野、地域での感染因子の移動を吉田、感染病原体の粒子から

の高感度検出法を能田、遠藤、岩崎、動物からの検出法を菊池、山口、横田、最後に感染拡大防止対策と

して田村、岩野が担当する。 
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（２）研究組織 

 次の 3 つの研究チーム体制で推進する。1、感染病原体検出チーム（市川、鈴木、遠藤、岩崎、菊池、

山口、横田）：実験動物及びウシを用いて細菌やウイルス病原体を迅速に検出する方法を開発する。抗体

を用いた水晶振動子マイクロバランス法による特異的かつ迅速な同定法と、質量分析計を用いた網羅的な

高感度検出同定法を開発する。 2、生産動物飼育環境と感染症発生関連チーム（樋口、田村、蒔田）：ウ

シや野生動物に内在する病原体を検出し、飼育環境等の外的条件との関連性を明らかにする。特に環境と

薬剤耐性菌の発生との関連性を明らかにする。 3、地球気象条件と感染症発生と防疫対策チーム（岩野、

浅川、伊吾田、星野、吉田、能田）：地域の気候条件や物質の移動を調べ、感染症発生との関連性を示し、

防御対策を構築する。はじめの2年間は、各チームの目的を達成しつつ、3年目以降は相互の関連分野の

研究を推進することで、効果的な対処法を構築する。特に、黄砂やPM2.5に含まれる病原体を高感度に検

出し、我が国における感染症の発症との関連性を精査し、効果的な防御対策を構築する。その後の研究の

進展により、薬剤耐性菌が環境中に多く検出されたので、上記の体制から、田村、岩野はこの調査研究と

有効な対策チームに兼務となった。 

（３）研究施設・設備等 

既存の以下の研究実験施設を使用して行なう。 

環境汚染物質・感染病原体分析監視センター 

北海道江別市文京台緑町582、 1,242m2, 常時10名程度使用 

主な使用設備；P3施設、クリーンルーム、感染動物飼育実験施設、安全キャビネット 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 

 現在の、本研究プロジェクトの成果は以下の通りである。 

1、 生産動物や野生動物の感染症の実態を明らかにした（市川№1,93,浅川№15,17,31,129,伊吾田№

37,85）。今後、感染因子の高感度迅速検出法を用いて、国内国外での感染因子や感染経路を明らかにする

予定である。 

2、 中央アジアからの粒子の移動はモンゴル平原を起点として舞い上がった粒子に中国都市部で有機物な

ど（感染因子？）が付着し、その後日本に飛来することを明らかにし、感染因子の移動を予測した（星野

№38-40,能田№138-148）。 

3、 PM2.5など飛来した粒子からの感染因子（ウイルス、細菌、カビ）の高感度検出法且つ迅速検出法を

提案できた（遠藤№149-151,横田№77,菊池№152,153,155,山口№160）。 

4、 上記知見をもとに残された課題を示すことが出来た。特に、感染因子の中でも対策に苦慮している且

つ蔓延している薬剤耐性菌の実態を明らかにし（田村№63-65,181-186）、ファージを用いた画期的対策を

提案した（岩野№67,187-189,樋口№170,172,180）。よって、今後の2 年間は、これまでの研究で地球規

模での粒子の移動を予測しサンプリングした物を用いて、同時に開発した高感度検出法で病原因子を検出

することが残された課題となった。そしてその後は、明らかになった感染因子や感染経路を参考にして、

効果的対策を提案したい。 

 2013 年から3カ年間、以上の様な研究成果を挙げてきた。残り2カ年間で明らかにすることは、次の

様にまとめることが出来る。まず、2015 年 4 月の世界の鳥インフルエンザ発生状況（別紙１参照）デー

ターから分かることは、次の2点である。 

①台湾では834件発生しているが、野鳥はそのうち8件のみであり残りはガチョウが多くを占めていた。

韓国では354件発生しているが、野鳥は58件に留まっており、アヒルが残りのほとんどを占めていた。

野鳥の検出が簡単ではないこともこうした片寄りの原因の1つであるが、野鳥とガチョウやアヒルとの接

触の可能性はそう高くないことを考えると野鳥がもし病原体を伝搬しているとすれば野鳥の群れに感染
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が広がって多くの死体が発見されるはずである。 

② 台湾及び韓国そして日本の発生地域を見ると、全てが中国側に片寄った地域に分布していることが分

かる。野鳥はいろんな生息地に飛来するはずであるので、野鳥による伝播と考えると、この極端な片寄り

は説明出来ない。 

 以上の結果より、鳥インフルエンザの感染経路は、渡り鳥による伝播よりは、他の物質に吸着している

感染病原体が中国側から飛来し、伝播すると考える方が自然である。即ち、本プロジェクトでの星野、能

田の研究成果を考えると、モンゴルを粒子の発祥地として、中国の都市で有機物などが付着してから日本

に到着する空中の粒子が伝播の役割を担っていることが強くうかがえる。 

 よって、本プロジェクトの今後の大きな課題は、飛来して来た粒子の中に感染因子が存在し、日本に到

着後、感染活性を発揮するのかを明らかにすることである。その際、感染因子の検出には、星野や能田が

集積した粒子を用いて、遠藤が開発しつつ有る設計プライマーを用いたPCRによる方法が有効である。現

在、土や捕集される粒子を用いて予備実験を繰り返し、有効なプライマーの設計を進めている。次に、得

られた因子の中での特異な分子例えば DNA や毒性物質と同等のものが北海道で検出される生産動物や野

生動物の感染病原体に含まれているかどうかを明らかにする必要が有る。これは、菊池や山口らが進めつ

つある質量分析計を用いた BioTyper 法が正確さや迅速さに於いて非常に有効であることは分かってき

た。即ち、当初の目的を達成する為の計画（感染因子の高感度検出、地球規模での感染因子の探索）の６

５％以上の達成度と言える。 

 今後の効果的対策に関しては、上記の成果から考えられることとして、 

① 集塵した粒子の中の感染因子の検出を継続しながら、検出された場合にはそれに対する効果的な薬剤

等で消毒することが効果的となる。 

② 次に、バクテリアの場合には、岩野の研究成果にある、菌種に有効なファージを調製して、ファージ

セラピーやファージ予防処置を取ることが有効となる。 

 今後は以上の計画をもとに、国内、国外からの経路に於ける各ステップでの実験研究を進める予定であ

る。 

＜特に優れた研究成果＞ 

1）新興再興感染症のうち最近大きな問題となった PED（ブタ伝染性下痢症）の発生した際の経済的損失

を消費者側のみならず畜産農家からの視点で概算することが出来た。同時に、生産動物（牛）や野生動物

（鹿など）での感染症の発生現場での状況とそれへの獣医臨床（鈴木）や野生動物管理の提案（伊吾田）

を行なうことが出来た。これらの研究成果は、本研究プロジェクトの意義を明らかにし、具体的対策提案

に有効な情報を与える。 

2）感染因子（DNAや病原体）の高感度迅速検出法を改善開発した（遠藤、菊池）。 

3）感染因子が地球規模で移動していることから、国を越えた、更に地域内での粒子の移動システムを明

らかにした。特に、モンゴルの砂漠で舞い上がった粒子が核となり中国都市部で感染因子となる有機物な

どが吸着し、その後日本や台湾、韓国に移動することを明らかにした。これは、2015 年に発表された鳥

インフルエンザの発症地域が韓国や台湾国内の中国側地域に偏っていることと一致し、粒子の移動に伴っ

て感染因子が移動していることが強く示唆された（星野、能田）。 

4）薬剤耐性菌の遺伝子変異や耐性菌を殺菌するのに特異的ファージを用いる防御法を提案した（田村、

岩野、樋口）。このことは、従来抗生物質使用の限界を超える画期的成果となる。 

＜問題点とその克服方法＞ 

今後の問題点として、 

1）感染症への効果的対策を提案する為には、国内の感染因子の検出と中央アジアから飛来してくる粒子

内に感染因子が存在するかどうか？その為にはどのような検出法（遠藤が開発している方法）の更なる発
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展が必要か？が重要な課題として残されている。現在、乾燥土壌内のウイルス検出のプライマー設計スト

ラテジーを実現できれば、日本国内粒子内の感染遺伝子の検出可能性は高いと云える。次は、モンゴルで

サンプリングした粒子（星野）と台湾でサンプリングに成功している粒子（能田）を試験する。 

2）効果的対策を提案する為のもう１つの課題としては、中央アジアからの移動経路を明らかにし、いち

早く検出できるシステムを構築しなくてはならない。その為には本プロジェクトで出来得ることは、なる

べく他地域での集塵サンプリングと高い感度の検出法を改良して行くことであり、現在のアルゴリズムで

病原ウイルスの痕跡を検出することの可能性は充分ある。 

 しかし、将来的には、現在サンプリングは困難な中国やロシアで可能とする国際共同研究が望まれると

ともに、地球規模での監視の目を構築することが必要となる。 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 
副次的効果として、 

1）MALDI-TOF MS を用いた、細菌やカビの迅速な特定技術が進展できたので、国内獣医臨床現場での病

原菌やカビの検出は大幅に短縮され且つ確実になり、臨床的効率性と確実性が増すことが出来る。更にこ

れは食品衛生分野（食品の腐敗や食中毒菌の同定）に関しても大きなメリットを得ることとなる。 

2）病原菌のファージによる殺菌システムが発展できれば、抗生物質の使用によって蔓延している耐性菌

などによる再興感染症の蔓延を防ぐことが出来る。 

＜今後の研究方針＞ 

 今後特に気をつけるところは、個別の課題毎の成果の進展具合がまちまちであり、効果的対策提案にと

って特に必要とされる課題（例えば粒子からのウイルスの検出技術開発）に関しては他研究者の援助も考

慮したい。具体的防御対策を立てる上での必要な課題は、抗ウイルス成分の有効活用を考えている（現在、

試行している成分が有るが、確実なデーターを得られていない）。そして、より効果的対策を提案したい。 

 

＜今後期待される研究成果＞ 

本研究プロジェクトは、あくまでも感染症の伝播や発生機序の実態を明らかにし、予測される効果的対

策を提案することである。その為には、感染因子を高感度で迅速に検出することが最も期待される。さら

に、検出した後に効果的殺菌（抗ウイルスや抗毒物を含め）効果のある処置をすることが必要となる。よ

って、可能な限り、抗ウイルス活性物質や抗病原菌活性を有する物質の開発が望まれる。 

＜プロジェクトの評価体制（自己評価・外部評価を含む。）＞ 

 毎年自己評価会議を開催し、不十分な課題を他の研究者も援助し協力しながら克服する。 

外部評価については、学外の研究者2 名（国立研究開発法人産業技術総合研究所 北海道センター所長代

理 扇谷 悟氏、関西学院大学理工学部 教授 今岡 進氏）に具体的評価は勿論その対策についても意見を

いただいた。(別紙２参照) 特に2017年度の評価会議は公開シンポジウムとしたい。 

 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してください。） 
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Montreal (Canada) 

162. Sugawara R, Yamada S, Matsuoka K, Muramatsu K, Hoshiba T, Yamaguchi A. Characterization 

of wild mushroom species by beta-glucan contents, ribosomal -DNA sequences and -protein 

compositions, 17th World Congress of Food Science and Technology (IUFoST), 2014 Montreal 

(Canada) 

163. Ono S, Yamashita R, Muramatsu K, Horigome S, Nagai T, Maeda T, Shinoda S, Yamaguchi A. 

Specific activation of RAW264 macrophage by stem of Ligusticum hultenii Fernald is due to 

symbiotic bacteria, 17th World Congress of Food Science and Technology (IUFoST), 2014 

Montreal (Canada) 
樋口豪紀 

164. 河合紀人、川本 哲、鈴木一由、樋口豪紀、小岩政照.（2015.09 札幌）子牛のマイコプラズマ性関節炎 43 例

の臨床学的病態. 北海道獣医師会.  

165. 根布貴則、岩野英知、松田一哉、谷山弘行、小岩政照、樋口豪紀、永幡肇.（2015.09 札幌）子牛のマイコプラ

ズマ性関節炎に関する微生物学的解析. 北海道獣医師会. 

166. 井口真里奈、樋口豪紀、岩野英知、廣瀬和彦、樺山淳、清水敦之、篠塚康典、河合一洋.（2015.07 東京）野外

より分離したMycoplasma spp.の消毒剤に対する感受性調査. 第82回家畜衛生学会. 

167. 山本剛史、根布貴則、権平智、岩野英知、松田一哉、小岩政照、樋口豪紀、永幡肇.（2015.05 東京）酪農場で

発生したマイコプラズマ性乳房炎の一例. 第42回日本マイコプラズマ学会. 

168. 根布貴則、山本剛史、権平智、岩野英知、松田一哉、小岩政照、樋口豪紀、永幡肇.（2015.05 東京）酪農場で

発生したマイコプラズマ性関節炎. 第42回日本マイコプラズマ学会. 

169. 権平智、岩野英知、樋口豪紀、永幡肇.（2015.05）Mycoplasma bovisがウシ好中球のサイトカインmRNA発現量

および活性酸素生成量に及ぼす影響. 第42回日本マイコプラズマ学会. 

170. ＊岩野英知、冷清水雄太郎、古澤貴章、樋口豪紀、永幡肇、萩原克郎、丹羽秀和、木下優太、横田

博、田村豊.（2014.09 札幌）競走馬の細菌性角膜炎に対するファージセラピーの検討. 北海道獣医

師会. 

171. 塚野健志、草場綾乃、嶋守俊雄、樋口豪紀、浅野隆司、鈴木一由.（2014.09 札幌）Mycoplasma 性

乾酪性肺炎子牛における血清中アミノ酸動態. 北海道獣医師会. 

172. ＊冷清水雄太郎、古澤貴章、岩野英知、樋口豪紀、萩原克郎、丹羽秀和、片山芳也、木下優太、横

田博、田村豊.（2014.09 札幌）競走馬の細菌性角膜炎におけるファージセラピーの応用. 北海道獣

医師会. 

173. 小堤晃博、川本哲、山川翔平、更科拓人、樋口豪紀、藤田浩輝、小岩政照.（2014.09 札幌）子牛中

耳炎 270 例の臨床および疫学的解析. 北海道獣医師会. 

174. 樋口豪紀、草場信之、岩野英知、河合一洋、権平智、吉田慎吾、田村豊、小岩政照、永幡肇.（2014.05 東京）
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日本におけるウシマイコプラズマ性乳房炎の現状と課題. 第41回日本マイコプラズ学会.  

175. 小岩政照、樋口豪紀.（2014.05 東京）日本の子牛におけるMycoplamsa bovis感染による中耳炎の発生状況. 第

41回日本マイコプラズ学会. 

176. 権平智、樋口豪紀、岩野英知、河合一洋、田村豊、小岩政照、永幡肇.（2014.05 東京）日本の酪農場における

マイコプラズマ性乳房炎の浸潤状況. 第41回日本マイコプラズ学会. 

177. 吉田慎吾、樋口豪紀、岩野英知、河合一洋、佐藤豊孝、田村豊、小岩政照、永幡肇.（2014.05 東京）日本にお

ける子牛鼻腔内マイコプラズマ種の浸潤状況. 第41回日本マイコプラズ学会. 

178. 岡本みさき、権平智、岩野英知、樋口豪紀、永幡肇.（2014.02 札幌）αトコフェロール、レチノー

ルおよびレチノイン酸が単核球サイトカイン mRNA の発現量に及ぼす影響. 第 157 回日本獣医学会. 

179. 小岩政照、小堤晃浩、川本哲、樋口豪紀.（2014.02 大阪）子牛中耳炎の 270 症例の臨床病理および

疫学的解析. 日本獣医師会獣医学術学会. 

180. ＊岩野英知、冷清水雄太郎、古澤貴章、樋口豪紀、丹羽秀和、田村豊.（2014.02 大阪）競走馬の細

菌性角膜炎に対するファージセラピーの検討. 日本獣医師会獣医学術学会. 

田村 豊 

181. ＊福田昭、岡村雅史、臼井優、胡東良、田村豊.（2015.09 札幌）鶏舎環境での薬剤耐性菌の伝播及

び維持におけるハエの役割. 第 82 回日本細菌学会北海道支部会. 

182. ＊田村豊.（2015.06 東京）シンポジウム 耐性遺伝子の環境内拡散における野ネズミとハエの役割. 

第 63 回日本化学療法学会. 

183. ＊田村豊.（2014.09 東京）市中・環境に分布する抗菌薬耐性菌. 第 41 回日本防菌防黴学会シンポ

ジウム. 

184. ＊白川崇大、福田昭、大久保寅彦、臼井優、田村豊.（2014.09 札幌）農場由来耐性菌ベクターとし

てのハエの役割. 第 157 回日本獣医学会. 

185. ＊福田昭、臼井優、大久保寅彦、田村豊.（2014.08 札幌）薬剤耐性大腸菌はイエバエの発育環で維

持される. 第 81 回日本細菌学会北海道支部会.  

186. ＊福田昭、臼井優、大久保寅彦、田村豊.（2014.03 東京）薬剤耐性遺伝子はイエバエ腸管内で接合

伝達する. 第 87 回日本細菌学会. 

岩野英知 

187. ＊岩野英知、冷清水雄太郎、古澤貴章、樋口豪紀、永幡肇、丹羽秀和、片山芳也、木下優太、萩原

克郎、岩崎智仁、横田博、田村豊.（2015.02 岡山）月競走馬の細菌性角膜炎に対するファージセラ

ピーの検討. 獣医学術学会年次大会. 

188. ＊岩野英知、冷清水雄太郎、古澤貴章、樋口豪紀、永幡肇、丹羽秀和、片山芳也、木下優太、萩原

克郎、岩崎智仁、横田博、田村豊.（2014.09 札幌）競走馬の細菌性角膜炎に対するファージセラピ

ーの検討. 北海道地区三学会. 地区学会賞 

189. ＊古澤貴章、岩野英知、冷清水健太郎、樋口豪紀、萩原克郎、横田博、田村豊.（2013.09 岐阜）緑

膿菌性角膜炎に対するファージセラピーの有効性について. 第 156 回日本獣医学会学術集会. 

 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
ホームページで公開している場合には、URLを記載してください。 

＜既に実施しているもの＞ 
遠藤大二 

190. プログラムの公開 

https://github.com/daijiendoh/cocomo7g  (プログラムを稼働可能な形で公開) 

星野仏方 

招待講演・社会活動状況 

191. 2015, 国内, 2015/10, 江別日中友好会, 「―日本のアジア縁―日本と大陸アジア間の人と者の流れについて考

察」招待講演, 野幌公会堂, 日本, 江別市  

192. 2015, 国外, 2015/01, SCIENTIFIC COUNCIL MEETING OF HUSTAI, Mongolia, Habitat selection and 

ecosystem resilience role of Microtus brandti voles in degraded pasture in Mongolia, HNP, Ulanbaatar, 

Mongolia, Ulanbaatar 

193. 2015, 国内, 2015/2, 第２回大気エアロゾルシンポジウム,「黄砂からPM2.5まで～環境・健康への影響～」主

催 
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194. 2015, 国内, 2015/11, 第３回エアロゾルシンポジウム- 宇宙・空・地表面,講演「黄砂はどこからどこまでか？」 

195. 2014/10/03, NHK 北海道クローズアップ, ジンギスカン危機～羊肉高騰の裏側で～, テレビ取材 

196. 2013/03/06, 2013/03/06, 講師・講演, 取材・北海道広域TLO通信, 宇宙から地球の環境変化を観測する, 研究

の紹介 

本プロジェクト研究成果発表会 

1回目  2014年 4月 4日(金) 

2回目  2015年 2月 25日(水) 

3回目  2016年 3月 4日(金) 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 
１）2016年度: 本研究プロジェクトのHPを作成し、研究成果を解説した記事を載せる。 

２）2017年度（最終年度）: 公開シンポジウムを開催する。 

 

 

 １４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的に記入して

ください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 

※ 論文や学会発表等になじまない研究である場合は、本欄を充実させること 

 

浅川満彦（関連の新聞報道記事） 

197. 北海道新聞夕刊（2013.04.04）岩国の白蛇「神様の使い」が病気になった：山口県岩国市に生息する国の天然記

念物シロヘビが、線虫類の重度寄生が原因で大量に死亡していることが問題視されていた。そこで、野生動物

医学センターが中心となって、寄生虫病ほか病原・病理検査をしたところ、Kalicephalus 属線虫のほか、複数

種の線虫寄生とクラミジアの混合感染が明らかにされた。この調査研究のヒトへの公衆衛生学的な危険性も含

み、その意義を解説した 

198. 北海道新聞朝刊（2013.06.08）獣医師の卵たち「哺乳類」を解説：野生動物医学センターが中心となって行って

いる野生動物や特用家畜などを対象にした研究活動について、浅川教授が指導する学生が講師となって、市民

に公開講座をしてきた。その告知であり、そこで用いられる教材では戦略研究の一環で得られたものを活用し

たので、この事業のアウトリーチの一環としては有益な手法であった。 

199. 北海道新聞夕刊（2014.03.13）外来種カエルに寄生虫？：脚の数が異常なカエル類の奇形が、実は、水鳥の新興

吸虫病に起因していたこと、その吸虫の幼虫の住処となる貝類は富栄養化などの人為的な水汚染が関わってい

たことなどを、野生動物医学センターが中心となっておこなってきた、寄生虫病ほか病原・病理検査の事例を

紹介しつつ解説した。ヒトへの公衆衛生学的な危険性も含み、戦略研究の意義を示す好例となった。 

200. 読売新聞朝刊（2015.10.11）顧みられない熱帯病の特効薬：戦略研究では駆除法の研究事例なども紹介してきた

ため、今回のノーベル賞でもコメントを求められた。 

201. 毎日新聞朝刊（2015.11.18）都会に進出ハクビシン：都心に出没する外来種ハクビシンの被害について特集が組

まれたが、その感染症について、戦略研究でのウイルスや寄生虫などの検査結果を紹介した 

202. 中国新聞朝刊（2016.01.08）オオサンショウウオ生態テーマ24日シンポ：国の天然記念物オオサンショウウオ

を繁殖させる施設で、連続の死亡事例がおきたため、野生動物医学センターが寄生虫病ほか病原・病理検査を

した。その結果概要を、公衆衛生や家畜衛生などの危険性も含み、一般市民へ解説した。そのシンポジウムの

告知記事である。 

伊吾田宏正 

203. 伊吾田宏正．（2014.11 犬山市国際交流センター）次世代の野生動物管理の担い手を育成するには〜大型哺乳類

を事例として．「野生生物と社会」学会サテライト野生動物関連4学会シンポジウム．  

204. 伊吾田宏正．（2015.08 国立科学博物館）鳥獣管理の人材育成の課題とシカ捕獲認証の導入．野生動物管理全国

協議会主催シンポジウム． 

樋口豪紀 

205. 日本農業新聞（2014.03.06）乳牛のマイコプラズマ対策–検査徹底で予防を：中標津町において開催された講演

会「マイコプラズマ性乳房炎から農業を守る」（演者：樋口）について紹介された。 

206. 日本農業新聞（2014.04.28）蔓延にまった–防止リーフレット作戦：根室管内で配布された、マイコプラズマ感

染症のリーフレットについて紹介された。 

207. 日本農業新聞（2014.11.11）ウシのマイコプラズマ–危険性呼びかけ：十勝管内家畜人工授精師協会の主催する

研修会において、マイコプラズマ感染症について乳房炎と生殖器感染との関連性や制圧対策について講演（演
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者：樋口）されたことが紹介された。 

田村 豊 

208. 朝日新聞朝刊16面（科学）（2015.09.17）移動する耐性菌注視:環境から拡散する耐性菌問題について、当研究

室が沖縄県の農場において実施したハエを介した伝播の可能性についての調査結果が、環境からの拡散ルート

の可能性として紹介された。 

 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 
留意事項が付されていない場合は「該当なし」と記載してください。 

留意次項 — 時宜を得た提案だが、研究計画に掲げた技術開発がみえず、研究内容と計画の相関性が希

薄であるので留意すること。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
付された留意事項に対し、どのような対応策を講じ、また、それにより、どのような成果があがったか等について、詳細に

記載してください。 

  上記留意事項に対応すべく、採択年度より当初予定していた研究担当者の他、さらに他分野で活躍し

ている研究者を本事業のメンバーとして追加した。また、各課題の進展に応じ随時研究者の入換えも検討

しながら計画を進めてきた。 

 本研究プロジェクトに於いて、感染症病原因子の検出技術の開発が最も重要な課題の１つであったが、

遺伝子レベルでの検出は遠藤による多くのデータからのプライマー設計アルゴリズムを構築できるとこ

ろまで来ている。残された課題は、実際の試料（星野や能田によって今回捉えることが出来た飛来粒子）

からの検出に向けたプライマーの設計を実現することである。さらに、生細胞の病原体については、迅速

高感度検出法としてMALDI-TOF MS を用いた病原バクテリアBioTyper 法を確立し、従来法（遺伝子法）

では困難であった血清型の分類も可能とした。さらに現在は食品のカビの検出同定に応用しつつ有る。 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

※　３年目（または２年目）は予定額。

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡
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ｈ

１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

卓上超遠心機修繕費、その他（66）

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

616

14,069
実験機器修繕 639

学生アルバイト（研究補助）

補助主体

積　　算　　内　　訳

実験機器 315

616

79 時給740円，年間時間数107時間，実人数3人

0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
クリーンベンチ（卓上式）

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

計

計

315

315

調査・研究打合せ等
120
826

論文掲載関係
フィールド等調査、その他（1,183）
論文出版費等、その他（31）

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
実験消耗品、その他（6,154）

支　出　額

感染因子に係る実験調査

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

（研究装置）

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

計

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費

図　　　　書

705

教育研究経費支出

印刷製本費

（情報処理関係設備）

（　支払修繕費　　）

報酬・委託料

計

小  科  目
主　な　使　途 金　　額

4,863

通信運搬費

2,009

研究支援推進経費

11,017

光　熱　水　費

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

旅費交通費
151

25

（研究設備）

整備年度

年　　　度

（ 賃借料　） 187 レンタカー代 187 調査用レンタカー代

プロジェクト事務補助者 166 時給740円，年間時間数224時間，実人数1人

147 時給740円，年間時間数199時間，実人数2人

アルバイト（研究補助） 224 時給1,000円，年間時間数224時間，実人数1人



（様式１）

S1391001
法人番号 11009

プロジェクト番号

  平成 年度

  平成 年度

170 調査用レンタカー代

（ 諸会費 ) 544 参加費 489 学会等参加費、その他（55）
（ 賃借料 ） 170 レンタカー代

100 日給100USD，年間時間数40時間，実人数2人

（ 公租公課 ） 1 軽油税 1 軽油税（レンタカー用ガソリン関係）

短期雇用者（調査補助）

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 8,972 感染因子に係る実験調査 8,071 実験消耗品、その他（901）

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 2,825 調査・研究打合せ等 1,506 フィールド等調査、その他（1,319）

報酬・委託料 2,310 派遣スタッフ人件費 1,394 プロジェクト事務補助者派遣料、その他（916）

（　諸会費　） 86 参加費 86 学会等参加費

計 14,746

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 254 学生アルバイト（研究補助） 83 時給750円，年間時間数110時間，実人数3人
（兼務職員） 短期雇用者（研究補助） 71 時給1,000円，年間時間数71時間，実人数1人

教育研究経費支出
計 254

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 8,073 感染因子に係る実験調査 7,433 実験消耗品、その他（640）

光　熱　水　費
通信運搬費 155 送料 155 研究試料等送料

印刷製本費 10 論文掲載関係 10 論文別刷代

旅費交通費 3,279 調査・研究打合せ等 1,276 フィールド等調査、その他（2,003）

報酬・委託料 1,960 派遣スタッフ人件費 1,399 プロジェクト事務補助者派遣料、その他（561）

（ 支払修繕費 ） 349 実験機器修繕費 313 飛行時間型質量分析システム修繕、その他（36）

計 14,541

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 92 学生アルバイト（研究補助） 34 時給770円，年間時間数44時間，実人数4人
（兼務職員） 短期雇用者（調査補助） 58 時給12.5USD，年間時間数40時間，実人数1人

教育研究経費支出
計 92

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 367 実験機器 367 高低温サーキュレーター

図　　　　書
計 367

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

（　支払修繕費　） 404 実験機器修繕費 187 質量分析計修繕費、その他（217）

計 0

（　賃借料　） 149 レンタル料 108 実験器具レンタル料、調査用レンタカー代（41）










